
 

 

 

 

 

１結果の公表

にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２教科に関す

る問題の結果

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度「山口県学力定着状況確認問題」は、児童生徒の学力の状況や生活習慣、

学習環境の状況を調査し、県内すべての児童生徒の学力の確実な定着と向上を図る

ことを目的として実施されました。また、昨年度に引き続き、１人１台端末（タブレ

ット）を使用した方式での実施となりました。 

今回の結果をもとにして、本市におきましても、引き続き、学校と家庭・地域が連

携・協働し一体となった取組を推進してまいりたいと考えておりますので、御協力を

お願いします。 

○ 実施期日  

・令和５年１０月１６日（月）～１０月１８日（水）小学校６年、中学校２年 

・令和５年１０月１８日（水）～１０月２０日（金）小学校５年、中学校１年 

○ 実施内容  

小学校５、６年生 国語、算数 

中学校１、２年生 国語、数学 （※中学校２年生は英語も実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎（市平均正答率の高かった問題）  ▲（市平均正答率の低かった問題） 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎ 季節にあった適切な言葉を使うこと（１年） 

◎ 叙述を基に、文章の大体を捉えること（２年） 

◎ 接続する語句を正しく使うこと（２年） 

▲ 表現技法について理解すること（１年） 

▲ 図などから分かることを文章にまとめること（２年） 

国 語 

◎ 分数の加法の計算ができること（１年・２年） 

◎ 線対象な図形について、対象の軸の本数を求めることができること（１年） 

◎ 投影図を理解すること（２年） 

▲ 日常の場面で、最大公約数を活用できること（１年） 

▲ 投影図から立体の表面積を求めること（２年） 

数 学 

【国語】 １年生・２年生ともに県平均正答率を上回っている。 

【数学】 １年生・２年生ともに県平均正答率を上回っている。 

【英語】 県平均正答率を大きく上回っている（５．６ポイント）。 

→ 記述式問題（考えを書く、理由や方法を説明する等）においては、一定の成

果が見られます。問題によっては、県平均を１０ポイント以上上回る問題もあ

りました。思考力や判断力を要する問題も引き続き一定の成果が見られていま

す。学年・教科に差がありますので、定着に向けて、今後とも確実に基礎的な

学習内容を習得しておくことが重要です。 

◎ 基本的な語や文法事項を理解して、会話の中で適切に使うこと 

◎ 日常の話題について、情報を正確に聞き取ることができること 

▲ 文脈に合うように、内容を考えて、基本的な文法事項を活用し 

英文を書くこと 

英 語 
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３課題の見ら

れた問題例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４今後の取組 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 図などから分かることを文章にまとめる問題 【２年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 条件に合う線分の長さを求める問題 【１年】 

 

 

 

 

 

 

 

英語 文脈に合うように、基本的な文法事項を活用し英文を書く問題 【２年】 

 

 

 

 

 

 

 

３（２）以下の図のように、台形の形をした土地があります。頂点 Aと、辺 BCを通る点 Pで結

んだ直線で土地を２つに分けたとき、２つの土地 ○あ  と ○い  の面積が等しくなりました。こ

のとき、BPの長さを次の中から１つ選びなさい。 

○ ６ｍ          ○ ７ｍ 

 ○ ８ｍ          ○ ９ｍ 

 

※ 県平均正答率を同程度、２３％の正答率でした。 

４（１）山本さんは、【意見文の下書き】の「全国より早いペースで人口減少、少子高齢化が進ん

でいる」の根拠を挙げたほうがよいと考え、  A   に、【資料１】から分かることを

書き加えることにしました。あなたならどのような文章を書くか。次の＜条件＞に合わせ

て書きなさい。 

       ＜条件１＞ 【資料１】から必要な情報を引用して書くこと。 

       ＜条件２＞ 書き出しの言葉（2020年の国勢調査によると）に続けて、７０字以

上９０字以内で書くこと。 

 

【資料１】 

意見文の下書き 

 山口県は、全国より早いペースで人口

減少、少子高齢化が進んでいる。2020 年

の国勢調査によると、    A   。   

       ～略～ 

※ 県平均正答率を下回り、２１％台 

の正答率でした。 

５ （ ）内の語を用いて、必要があれば適切な形に変えたり、不足している言葉を補ったりし

て、会話が成り立つ英文を完成させ、（  ）内に３語以上で入力しなさい。 

（1）【場面】ケイト（K）とシンジ（S）は休みの思い出を話しています。 

   K:   I went to USJ with  my  family. 

    S:   Wow! ( enjoy ) there?                     →（            ） 

    K:   Many  shows  and  attractions!  Jaw  was  fun. 

    S:   That’s  great!              

※ 県平均正答率を上回っていますが、７％台の正答率でした。 

 

  

 

    

 

   ただし，文章によるアドバイスを考え，８語以上の英文(２文以上になってもよい)で書き

なさい。（符号( ．, ? !など)は語数に含めない） 

※ 県平均正答率を下回り、８％台の正答率でした。 

★  学  校                        

● 学校の組織的取組の強化 

 （学力向上プランの重点化、教科・学年の枠を超えた研修の推進等） 

● 児童生徒が学習を振り返りながら、学力の向上を図る授業改善 

 （誤答分析を生かした授業改善、「キラリくだまつ授業づくり」の活用等） 

● 校内研修の活性化と指導の充実 

 （「育成すべき資質・能力を確実に育む授業改善、「やまぐち学習支援プログ

ラム」の活用、個に応じた補充学習等） 

★  家庭・地域                       

● 学習・生活習慣の確立 

 （「家庭学習の手引き」等の活用、家庭における生活習慣の見直し等） 

● コミュニティ・スクール、やまぐち型地域連携教育の仕組を生かし

た学習支援         （地域の人材を活用した授業や取組等） 

 

★  下松市教育委員会                        

●「キラリくだまつ授業づくり」

に基づいた授業改善の推進 

●授業における「振り返り」活動

の推進 

●課題と考えられる状況等の情

報提供 

●学校訪問等による指導・助言 

●「主体的・対話的で深い学び」

をめざした授業づくりに関す

る指導・助言 


